
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
（
作
家
）

　
秋
は
第
２
の
春
。

　
全
て
の
木
の
葉
が
花
に
な
る
。

　　
お
彼
岸
を
過
ぎ
る
と
、
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
、
イ

チ
ョ
ウ
と
い
っ
た
境
内
の
木
々
も
順
に
色
づ
き
、

錦
秋
を
迎
え
ま
す
。
当
地
に
お
い
て
も
、
薬
研
渓

流
に
は
、
紅
葉
狩
り
を
楽
し
む
観
光
客
が
つ
め
か

け
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
冒
頭
の
言
葉
は
、
紅

葉
し
た
木
の
葉
が
、
さ
な
が
ら
花
の
よ
う
に
見
え

る
様
を
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
ま
た
別
の
見
方

を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
秋
を
迎
え
る
と
、
次
第
に

気
持
ち
が
落
ち
込
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
う
、
秋
の
到
来
は
、
寒
く
厳
し
い
冬

の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
人
に
よ
っ
て

は
、
秋
に
な
る
と
鬱
症
状
を
発
症
す
る
方
も
い
る

よ
う
で
す
。
春
夏
秋
冬
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
が

あ
る
日
本
に
住
む
私
た
ち
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の

気
温
や
天
気
、
日
照
時
間
に
適
応
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
私
た
ち
に
備
わ
っ
た
防

令和 2年 9月 18 日（金）発行

御
反
応
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
が

行
き
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、
秋
・
冬
と
い
う
季
節

を
た
だ
憂
鬱
に
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

「
日
々
是
好
日
」
と
い
う
禅
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま

す
が
、「
好
嫌
」「
善
悪
」
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
や

思
い
込
み
を
捨
て
、
そ
の
日
一
日
を
あ
り
の
ま
ま

に
、
精
一
杯
生
き
る
生
き
方
を
説
く
も
の
で
す
。

　
春
夏
秋
冬
を
問
わ
ず
、
一
日
一
日
、
さ
ら
に
は

一
瞬
一
瞬
に
は
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
が
あ
り

ま
す
。
冒
頭
の
こ
と
ば
は
、
私
た
ち
が
四
季
に
対

し
て
抱
い
て
い
る
先
入
観
を
ゆ
さ
ぶ
る
力
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
深
ま
る
秋

に
は
秋
の
、
や
が
て
来
る
冬
に
は
冬
の
良
さ
が
あ

り
ま
す
。
寒
く
厳
し
い
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
七
日（
日
）、十
月
二
十
五
日（
日
）、

十
一
月
二
十
二
日（
日
）、十
二
月
二
十
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

三
百
円　
　
備
考―

椅
子
席

※

一
月
〜
三
月
は
休
止
予
定
で
す
。

（
令
和
二
年
九
～
十
二
月
）

（
令
和
二
年
九
～
十
二
月
）

　
　
　
　
　
　
こ
の
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
同
時
流
行
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
両
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
各
種
講
座
を
来
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
休

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
間
、
感
染
予
防
に
お
つ
と
め
い
た
だ
き
、
春

か
ら
の
再
開
の
際
に
は
ま
た
元
気
に
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
副
住
職
）

令
和
二
年
十
二
月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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P.４

第 60号

ア
ン
コ
ー
ル

Ｑ
．
行
事
の
表
書
き
に
つ
い
て
教
え
て
く

　
　
だ
さ
い
。

Ａ
．
以
下
を
参
考
に
お
寺
に
ご
持
参
く
だ

　
　
さ
い
。（
持
参
・
金
額
と
も
任
意
）

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

曹洞宗東北管区教化センター運営

022-218-4444

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
七
日（
日
）、十
月
十
一
日（
日
）・二
十
五
日（
日
）、

十
一
月
八
日（
日
）・二
十
二
日（
日
）、十
二
月
六
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
要

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

※

一
月
〜
三
月
は
休
止
予
定
で
す
。

・
屋
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
本
堂
及
び
位
牌
堂
へ
の
お
参
り
は
、
混
雑
時
を

　
避
け
、
短
時
間
か
つ
最
少
人
数
で
お
願
い
し
ま

　
す
。
又
、
屋
内
で
の
飲
食
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
法
要
へ
の

　
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
□
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）、
又
は
３
７
．
５

　
　
度
以
上
の
発
熱
と
症
状
（
咳
、
痰
、
息
切
れ
等
）

　
□
味
覚
・
嗅
覚
異
常
（
２
週
間
以
内
）

・
お
い
で
の
際
と
お
帰
り
の
際
は
、
必
ず
手
洗
い
、

　
も
し
く
は
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

感
染
拡
大
の
際
は
法
要
を
無
参
列
法
要
と
し
、

　
行
事
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
際
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

混
雑
緩
和
の
た
め
、
秋
季
彼
岸
会
法
要
の
イ
ン　

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
行
い
ま
す
。

【
各
種
講
座
に
つ
い
て
】

・
各
種
講
座
内
の
茶
話
会
は
中
止
し
、 

参
加
者
同

　
士
の
間
隔
を
あ
け
、
換
気
を
励
行
し
ま
す
。

【
葬
儀
・
法
事
に
つ
い
て
】

・
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、

　
換
気
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す

・
ス
マ
ホ
な
ど
で
ネ
ッ
ト
中
継
が
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｉ

　
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　

の
た
め
の
当
寺
の
対
応
に
つ
い
て

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
維
持
費
（
４
０
０
０
円
）
の
納
付
期
限
は
令
和

二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
手
元
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
（
護
持
会

だ
よ
り
、
決
算
書
含
む
）
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

大
変
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
当
寺
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

■
九
月
二
十
二
日（
秋
分
の
日
）

「
秋
季 

彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
に
て
）午
前
十
一
時
〜

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
十
二
月
八
日（
火
）

「
成
道
会
法
要
」（
本
堂
に
て
）午
前
十
一
時
〜

※

お
釈
迦
さ
ま
の
成
道
に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

到
来
の
喜
び
を
よ
り

一
層
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

実
り
の
秋
の
到
来
を

共
に
喜
び
味
わ
い
つ

つ
、
秋
彼
岸
を
丁
寧

に
過
ご
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。（
副
住
職
）

位牌堂奥のイチョウ

チャンネル名：
宗教法人大安寺

 

○
正
月

　
　
　
　
　
　
　

     御
礼
銭

　
　
　
　
　
　
　

  

ご
祈
祷
料

　
　

○
春
・
秋
彼
岸

回
向
料

　
　
　
　
　
　
　

  

諷
誦
料

　
　

又
は

ふ
じ
ゅ

○
節
句

御
礼
銭

　
　
　
　

　
　

○
お
盆

回
向
料

諷
誦
料

御
施
餓
鬼

　
　
　
　

　
　

お
供
物
は

（
ご
祝
儀
袋
可
）

（
ご
祝
儀
袋
可
）

又
は

え
こ
う

大安寺
公式ホームページ

大安寺
公式 facebook ページ

【
お
供
物

（
あ
げ
も
の
）
に
つ
い
て
】

ご
法
事
の
際
の
お
供
物
、
葬
儀
の
際
の
盛
り
か
ご
、

各
行
事
の
際
の
お
仏
供
米
の
一
部
を
、
児
童
支
援

団
体
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」、
生
活
困
窮
者
支

援
団
体
（
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
）
等

に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　

スマートホン ・
タブレット端末の
カメラ機能で

読み取ってください。

に
ち   

に
ち  

こ
れ    

こ
う  

じ
つ


